
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　歯の歯頚部５や咬合面凹溝６内まで効率よく

良好に磨く。

【解決手段】　歯刷子の柄の先端部分１２の前面を前方

へＵ字形に膨出した凸曲面１３に形成し、この凸曲面１

３に刷子毛１をほぼ１８０°の方向へ拡がって植立し、

その毛先を稜線２を持った三角柱形に切り揃え、歯頚部

分５や、咬合面の凹溝６のような、通常の歯刷子では清

掃を十分に行い難い箇所でも、刷子毛１の稜線部分によ

って良好に磨くことが可能にした歯刷子である。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柄 の 先 端 部 分 の 前 面 に ほ ぼ １ ８ ０ ° の 方 向 へ 拡 が っ て 刷 子 毛 が 植 立 さ れ 、 上 記 柄 の 先 端
部 分 前 面 の 中 心 線 に 平 行 に こ れ か ら 離 れ て そ の 前 方 に 位 置 す る 稜 線 の 両 側 に 形 成 さ れ る 三
角 柱 面 に 沿 っ て 、 上 記 刷 子 毛 を 切 り 揃 え て な る 歯 刷 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 柄 の 先 端 部 分 の 前 面 は 、 前 方 へ 向 っ て Ｕ 字 形 に 膨 出 し た 凸 曲 面
を な し 、 こ の 凸 曲 面 に 上 記 刷 子 毛 が 植 立 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 歯 刷 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 上 記 柄 は 基 部 が 中 空 円 筒 状 を な し 、 そ の 内 腔 に 歯 間 刷 子 を
収 容 し て い る こ と を 特 徴 と す る 歯 刷 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、 上 記 基 部 の 上 記 歯 間 刷 子 の 刷 子 毛 に 対 応 す る 箇 所 に 、 そ の 内 腔 よ り
外 界 に 通 ず る 複 数 の 通 気 孔 が 穿 孔 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 歯 刷 子 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 歯 刷 子 に か か り 、 更 に 詳 し く 述 べ れ ば 、 植 毛 を 稜 線 を 持 っ た 三 角 柱 形 に 切 り 揃
え て な る 歯 刷 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 歯 刷 子 は 、 植 毛 の 先 端 を 平 面 に な る よ う に 切 り 揃 え 、 或 い は 波 う た せ て 切 り 揃 え
て い た 。 し か し 、 こ の よ う な 歯 刷 子 で は 、 歯 の 根 元 、 即 ち 歯 と 歯 茎 と の 境 界 の 歯 頚 部 分 や
、 歯 の 咬 合 面 の 凹 溝 等 の 清 掃 を 完 全 に 行 う の が 困 難 で 、 こ れ ら の 部 分 に 食 物 の 残 滓 な ど が
付 着 し た 状 態 に な り 易 か っ た 。 そ し て こ れ ら の 付 着 物 は 乳 酸 発 酵 を 起 こ し て 歯 を 浸 食 し て
虫 歯 を 作 り 、 一 旦 浸 食 が 起 き る と 一 層 残 滓 な ど の 除 去 が 困 難 に な っ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 歯 の 歯 頚 部 分 や 咬 合 面 の 凹 溝 や 、 虫 歯 の 浸 食 部 分 な ど の 清 掃 を 容 易 に
行 い う る 歯 刷 子 を 実 現 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 歯 刷 子 は 、 柄 の 先 端 部 分 の 前 面 に 毛 先 が 三 角 柱 形 に 切 り 揃 え ら れ た 刷 子 毛
が 植 立 さ れ て い る 。 こ の た め に 柄 の 刷 子 毛 を 植 立 し た 先 端 部 分 前 面 は Ｕ 字 形 に 前 方 へ 膨 出
し た 凸 曲 面 を な し 、 刷 子 毛 は こ の 凸 曲 面 に ほ ぼ １ ８ ０ ° の 方 向 へ 拡 が っ て 植 立 さ れ て い る
。 上 記 三 角 柱 の 稜 線 は 、 上 記 凸 曲 面 の 中 心 線 に 平 行 し て そ の 前 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 柄 の 基 部 は 、 望 ま し く は 円 筒 状 を な し 、 そ の 内 腔 に 歯 間 刷 子 を 収 容 し て い る 。 こ の
円 筒 状 部 分 は 適 所 で 分 断 さ れ 、 こ の 分 断 箇 所 は 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ て い る 。 上 記 歯 間 刷 子
の 刷 子 毛 に 対 応 す る 箇 所 の 筒 壁 に は 、 内 腔 よ り 外 界 へ 通 ず る 複 数 の 小 径 の 通 気 孔 が 穿 孔 さ
れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 歯 刷 子 は 、 上 述 の よ う に 刷 子 毛 １ の 毛 先 が 三 角 柱 形 に 切 り 揃 え ら れ て い る
の で 、 そ の 稜 線 部 分 ２ を 利 用 す れ ば 、 歯 ３ と 歯 茎 ４ と の 境 界 に 位 置 す る 歯 頚 部 分 ５ や 、 咬
合 面 の 凹 溝 ６ の よ う な 、 通 常 の 歯 刷 子 で は 清 掃 を 十 分 に 行 い 難 い 箇 所 で も 良 好 に 清 掃 す る
こ と が 可 能 で 、 こ れ に よ り 虫 歯 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 そ し て 、 一 旦 虫 歯 が 発 生 す る と 、 通 常 の 歯 刷 子 で は そ の 浸 食 孔 内 の 清 掃 が 一 層 困 難 に な
る が 、 本 発 明 に よ る 歯 刷 子 を 用 い れ ば 、 こ の よ う な 浸 食 孔 内 も 清 掃 し て 、 虫 歯 の 進 行 を 抑
制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 歯 刷 子 は 、 一 般 的 に 歯 間 の 清 掃 が 難 し い が 、 柄 の 内 部 に 歯 間 刷 子 を 収 納 し て お く
こ と に よ り 、 歯 刷 子 を 取 出 し て 歯 間 を 清 掃 す る こ と が で き 、 従 っ て 歯 を よ り 清 潔 に 保 つ こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 柄 の 先 端 の 刷 子 毛 を 植 え る 部 分 は 、 前 面 が Ｕ 字 形 に 膨 出 し た 凸 曲 面 に 形 成 し 、 こ の 凸 曲
面 の ほ ぼ 全 域 に 刷 子 毛 が 約 １ ８ ０ ° の 方 向 へ 拡 が っ て 植 立 さ れ る 。 刷 子 毛 と し て は 、 従 来
か ら 使 用 さ れ て い る 豚 毛 や 合 成 繊 維 を 使 用 す る こ と が で き る 。 刷 子 毛 は 前 方 に 稜 線 を 有 す
る ほ ぼ 正 三 角 柱 状 に 先 端 が 切 り 揃 え ら れ る 。 柄 の 基 部 は 中 空 円 筒 形 に 作 ら れ 、 そ の 内 腔 に
歯 間 刷 子 を 収 容 す る 。 そ の 筒 壁 は 適 所 を 開 閉 可 能 に す る た め に 切 り 離 し 、 そ の 切 断 端 を ね
じ 結 合 す る 。 筒 壁 の 歯 間 刷 子 の 刷 子 毛 に 対 応 す る 箇 所 に は 複 数 の 小 径 の 通 気 孔 を 設 け る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 柄 １ １ の 先 端 部 分 １ ２ は 、 そ の 前 面 が 前 方 へ 向 っ て Ｕ 字 形 に 膨
出 し た 凸 曲 面 １ ３ を な し 、 こ の 凸 曲 面 １ ３ 上 に 刷 子 毛 １ が 植 立 さ れ 、 こ れ ら 刷 子 毛 １ は 凸
曲 面 １ ３ に 植 立 し た 関 係 上 １ ８ ０ ° の 方 向 に 拡 が っ て い る 。 こ の 拡 が っ た 刷 子 毛 １ の 毛 先
は 、 稜 線 ２ を 有 す る 三 角 柱 形 に 切 り 揃 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 柄 １ １ の 基 部 は 内 腔 １ ４ を 有 す る 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 円 筒 壁 １ ５ は 部 分 １ ６ 、 １ ７
で 分 断 さ れ 、 こ れ ら 分 断 部 分 で は 分 断 端 が ね じ 結 合 に よ っ て 着 脱 可 能 に 結 合 し て い る 。 内
腔 １ ４ 内 に は 刷 子 毛 １ ８ を 有 す る 歯 間 刷 子 １ ９ が 収 容 さ れ て い る 。 円 筒 壁 １ ５ の 歯 間 刷 子
１ ９ の 刷 子 毛 １ ８ に 対 応 す る 箇 所 に は 、 複 数 の 小 径 の 通 気 孔 ２ ０ が 穿 孔 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 の 三 角 柱 形 の 歯 刷 子 は 、 そ の 刷 子 毛 の 先 端 が 作 る 面 の 大 き さ が 通 常 の 歯 刷 子 に 較 べ
て 大 き い た め に 、 短 時 間 で 歯 の 広 範 囲 を 磨 く こ と が で き 、 か つ 刷 子 毛 １ の 稜 線 ２ の 部 分 が
歯 頚 部 分 ５ や 咬 合 面 の 凹 溝 ６ の 奥 部 ま で 到 達 し て 完 全 な 清 掃 を 行 う こ と が で き る 。 特 に 、
歯 頚 部 分 ５ や 咬 合 面 凹 溝 ６ は 歯 垢 が 溜 り 易 く 、 虫 歯 に よ る 浸 食 が 起 こ り 易 い が 、 上 述 の 三
角 柱 形 の 歯 刷 子 を 用 い れ ば 、 こ の よ う な 浸 食 孔 内 の 清 掃 も 可 能 で あ る た め に 、 虫 歯 の 進 行
を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 歯 垢 が 溜 ま り 易 い 歯 間 は 、 歯 間 刷 子 を 用 い な い と 清 掃 し 難 く 、 正 常 な 歯 刷 子 と は
別 の 歯 間 刷 子 を 使 用 す る の が 煩 雑 で あ っ た が 、 上 記 実 施 例 で は 、 正 常 な 歯 刷 子 の 柄 の 内 部
に 歯 間 刷 子 を 収 納 し て い る の で 手 軽 に 正 常 な 歯 刷 子 と 歯 間 刷 子 の 両 方 を 用 い た 歯 の 清 掃 を
実 行 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 実 施 例 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ る 歯 刷 子 は 、 こ れ を 常 用 す る こ と に よ り 歯
垢 を 十 分 除 去 し 、 虫 歯 の 予 防 に 貢 献 す る こ と が で き る ほ か 、 従 来 の 歯 刷 子 の 使 用 に よ っ て
虫 歯 が 出 来 か か っ た 患 者 の 治 療 の 一 環 と し て 、 本 発 明 に よ る 歯 刷 子 を 使 用 さ せ る こ と に よ
り 、 虫 歯 の 浸 食 孔 内 を 清 掃 し て 虫 歯 の 進 行 を 抑 制 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 一 部 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 実 施 例 の 歯 刷 子 の 使 用 状 態 を 示 す 見 取 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 １ 　 　 刷 子 毛
　 　 ２ 　 　 稜 線
　 　 ３ 　 　 歯
　 　 ４ 　 　 歯 茎
　 　 ５ 　 　 歯 頚
　 　 ６ 　 　 凹 溝
　 １ １ 　 　 柄
　 １ ２ 　 　 先 端 部 分
　 １ ３ 　 　 凸 曲 面
　 １ ４ 　 　 内 腔
　 １ ５ 　 　 円 筒 壁
　 １ ６ 　 　 分 断 部
　 １ ７ 　 　 分 断 部
　 １ ８ 　 　 刷 子 毛
　 １ ９ 　 　 歯 間 刷 子
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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